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ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
の
形
成
村
山
山
古
艮
7
丁
　
　
　
は
じ
め
に
　
ス
サ
ノ
ヲ
に
よ
る
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治
の
神
話
は
出
雲
を
舞
台
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
神
話
で
は
、
三
種
の
神
器
の
一
つ
で
あ
る
草
薙
の
剣
が
ス
サ
ノ
ヲ
に
よ
り
ア
マ
テ
ラ
ス
へ
献
上
さ
れ
て
お
り
、
大
和
朝
廷
に
と
っ
て
重
要
な
神
宝
の
起
源
が
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
神
話
は
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
が
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
は
、
そ
の
成
立
の
母
胎
地
を
出
雲
と
見
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
中
央
と
見
る
べ
き
か
に
つ
い
て
様
々
な
解
釈
が
成
さ
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
神
話
に
お
け
る
ス
サ
ノ
ヲ
の
行
動
範
囲
に
つ
い
て
注
目
す
る
と
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
出
雲
の
中
で
も
あ
る
特
色
を
持
つ
地
域
で
の
み
活
動
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
本
論
で
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
出
雲
に
お
け
る
足
跡
や
、
こ
の
地
の
特
色
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
探
り
た
い
。
　
　
一
高
天
原
を
追
放
さ
れ
た
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
斐
伊
川
の
川
上
の
鳥
上
と
い
う
地
に
降
り
立
ち
、
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
を
退
治
し
た
後
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
15
メ
と
結
婚
し
て
須
賀
に
宮
を
造
る
。
斐
伊
川
に
つ
い
て
『
出
雲
国
風
土
記
』
出
雲
郡
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
注
1
、
）
。
　
　
出
雲
の
大
川
　
源
は
伯
書
と
出
雲
と
二
つ
の
國
の
堺
な
ゐ
鳥
上
山
よ
り
出
で
、
流
れ
て
仁
多
の
郡
横
田
の
村
に
出
で
、
即
ち
横
田
．
三
　
　
彪
・
三
澤
・
布
勢
等
の
四
つ
の
郷
を
経
て
、
大
原
の
郡
の
堺
な
る
引
沼
の
村
に
出
で
、
即
ち
來
次
・
斐
伊
・
屋
代
・
肺
原
等
の
四
つ
の
　
　
郷
を
経
て
、
出
雲
の
郡
の
堺
な
る
多
義
の
村
に
出
で
、
河
内
・
出
雲
の
二
つ
の
郷
を
経
て
、
北
に
流
れ
、
更
に
折
れ
て
西
に
流
れ
て
、
　
　
即
ち
伊
努
・
杵
築
の
二
つ
の
郷
を
経
て
、
紳
門
の
水
海
に
入
る
。
此
は
則
ち
、
謂
は
ゆ
る
斐
伊
の
川
の
下
な
り
。
　
斐
伊
川
は
仁
多
郡
、
大
原
郡
と
飯
石
郡
の
境
、
及
び
出
雲
郡
を
通
る
が
、
各
郡
ご
と
に
そ
の
呼
び
名
は
異
な
っ
て
い
た
。
仁
多
郡
で
は
横
田
川
と
室
原
川
、
大
原
郡
で
は
斐
伊
川
、
出
雲
郡
で
は
出
雲
大
川
で
あ
る
。
こ
の
川
の
名
称
が
出
雲
で
は
地
域
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
お
り
、
「
斐
伊
川
」
と
い
う
名
称
は
も
と
は
大
原
郡
に
限
ら
れ
た
呼
び
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
水
野
祐
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
2
）
。
　
さ
て
、
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
に
お
い
て
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
斐
伊
川
の
川
上
か
川
上
に
あ
る
鳥
上
山
に
降
り
立
ρ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
神
話
で
は
「
斐
伊
川
」
と
い
う
大
原
郡
の
名
称
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
視
点
か
ら
見
た
上
流
の
地
域
が
舞
台
と
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
ス
サ
ノ
ヲ
が
宮
を
造
っ
た
と
さ
れ
る
須
賀
の
地
に
つ
い
て
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
大
原
郡
の
項
に
「
須
賀
山
」
及
び
「
須
賀
社
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
須
賀
山
は
大
原
郡
と
意
宇
郡
の
境
に
あ
る
現
在
の
八
雲
山
に
あ
た
る
。
ま
た
、
こ
の
須
賀
山
を
背
後
に
持
つ
須
賀
社
は
今
日
の
須
賀
神
社
を
指
し
て
い
る
。
須
賀
山
か
ら
流
れ
る
須
賀
小
川
は
、
現
在
は
赤
川
と
呼
ば
れ
る
が
、
斐
伊
川
と
中
流
域
で
合
流
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
の
舞
台
は
出
雲
の
中
で
も
大
原
郡
の
「
斐
伊
川
」
を
基
点
に
川
上
、
及
び
支
流
で
あ
る
赤
川
の
上
流
と
い
う
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
鳥
上
と
須
賀
と
は
合
流
す
る
二
つ
の
川
に
よ
っ
て
つ
な
が
る
も
の
の
、
実
際
に
は
距
離
が
離
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
　
『
出
雲
国
風
土
記
』
巻
末
の
出
雲
に
お
け
る
公
道
と
そ
の
里
程
の
記
述
に
、
赤
川
や
斐
伊
川
に
近
接
し
た
地
を
通
る
こ
と
か
ら
二
つ
の
地
点
を
結
ぶ
と
思
わ
れ
る
公
道
が
見
ら
れ
る
の
で
、
注
目
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
出
雲
の
公
道
に
つ
い
て
の
記
述
は
意
宇
郡
か
ら
始
ま
り
、
意
宇
郡
家
で
北
と
真
西
に
向
か
い
玉
作
街
か
ら
真
西
と
南
に
分
か
れ
る
。
こ
の
う
ち
南
へ
の
道
が
赤
川
を
渡
り
、
更
に
分
か
れ
て
斐
伊
川
の
上
流
ま
で
続
く
。
　
　
又
、
西
の
か
た
七
里
に
し
て
、
玉
作
の
街
に
至
り
、
即
ち
、
分
れ
て
二
つ
の
道
と
爲
る
。
　
（
一
つ
は
正
西
の
道
、
一
つ
は
正
南
の
道
な
　
　
り
。
）
正
南
の
道
は
、
一
十
四
里
二
百
一
十
歩
に
し
て
、
郡
の
南
西
の
堺
に
至
る
。
又
、
南
の
か
た
針
三
里
八
十
五
歩
に
し
て
、
大
原
　
　
の
郡
家
に
至
り
、
即
ち
、
分
れ
て
二
つ
の
道
と
爲
る
。
　
（
一
つ
は
南
西
の
道
、
一
つ
は
東
南
の
道
な
り
。
）
　
《
略
》
　
東
南
の
道
は
、
　
　
郡
家
よ
り
去
る
こ
と
丹
三
里
一
百
八
十
二
歩
に
し
て
、
郡
の
東
南
の
堺
に
至
る
。
又
、
東
南
の
か
た
に
去
る
こ
と
一
十
六
里
二
百
計
六
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歩
に
し
て
、
仁
多
の
郡
家
（
な
る
比
比
理
の
村
〉
に
至
り
、
即
ち
、
分
れ
て
二
つ
の
道
と
爲
る
。
　
一
つ
の
道
は
、
東
の
か
た
茄
五
里
一
　
　
百
五
十
歩
に
し
て
、
仁
多
の
郡
の
堺
に
至
る
。
一
つ
の
道
は
、
南
の
か
た
計
八
里
一
百
汁
一
歩
に
し
て
、
備
後
の
國
の
堺
な
る
遊
記
山
　
　
に
至
る
。
　
こ
の
道
は
玉
作
街
の
あ
る
忌
部
神
戸
か
ら
赤
川
を
渡
り
、
大
原
郡
家
か
ら
斐
伊
川
の
北
を
走
り
仁
多
郡
家
を
経
て
、
三
澤
郷
を
通
り
吉
備
に
通
じ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
意
宇
郡
忌
部
神
戸
に
つ
い
て
『
風
土
記
』
に
は
「
國
造
、
神
吉
詞
望
ひ
に
、
朝
廷
に
参
向
ふ
時
、
御
沐
の
忌
の
里
な
り
。
故
、
忌
部
と
い
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
仁
多
郡
三
澤
郷
に
つ
い
て
の
記
述
に
も
「
國
造
、
肺
吉
詞
奏
し
に
朝
廷
に
参
向
ふ
時
、
其
の
水
活
れ
出
で
て
、
用
ゐ
初
む
る
な
り
」
と
あ
る
。
朝
廷
に
参
内
す
る
国
造
に
つ
い
て
の
記
述
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
お
い
て
こ
の
二
箇
所
の
み
で
あ
る
。
　
更
に
こ
の
公
道
に
沿
っ
て
地
域
の
特
色
を
見
る
と
、
斐
伊
川
中
流
域
の
大
原
郡
に
は
古
墳
時
代
初
期
の
古
墳
が
位
置
し
て
い
る
。
加
茂
町
の
神
原
神
社
古
墳
と
三
刀
屋
町
の
松
本
古
墳
群
で
あ
る
。
神
原
神
社
古
墳
は
赤
川
沿
い
に
位
置
す
る
と
と
も
に
、
先
に
挙
げ
た
公
道
と
斐
伊
川
の
三
辺
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
松
本
古
墳
群
は
こ
れ
よ
り
や
や
南
西
の
斐
伊
川
沿
い
に
位
置
す
る
。
殊
に
神
原
神
社
古
墳
は
大
刀
、
剣
、
鉄
鍍
、
斧
、
鍬
な
ど
の
多
数
の
鉄
器
や
、
吉
備
地
方
で
使
用
さ
れ
た
「
特
殊
器
台
」
に
似
た
土
器
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
吉
備
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
景
初
三
年
」
の
銘
を
持
つ
三
角
縁
神
獣
鏡
が
副
葬
さ
れ
て
お
り
、
畿
内
と
の
関
連
性
も
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
松
本
古
墳
群
は
備
前
車
塚
古
墳
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
斐
伊
川
や
赤
川
に
近
接
し
て
走
る
こ
の
公
道
沿
い
の
土
地
に
は
、
吉
備
や
畿
内
と
の
つ
な
が
り
が
随
所
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
二
　
次
に
、
国
造
が
朝
廷
に
参
内
す
る
時
に
赴
く
と
思
わ
れ
る
忌
部
神
戸
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
忌
部
神
戸
は
現
在
の
松
江
市
忌
部
町
、
八
束
郡
玉
湯
町
を
含
む
地
域
に
あ
た
り
、
玉
作
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
。
『
古
語
拾
遺
』
に
よ
れ
ば
、
出
雲
の
忌
部
の
祖
で
あ
る
ク
シ
ア
カ
ル
タ
マ
ノ
ミ
コ
ト
の
子
孫
は
御
祈
玉
を
作
り
、
毎
年
こ
れ
を
朝
廷
に
奉
納
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
玉
作
の
地
は
忌
部
神
戸
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。
　
出
雲
の
中
で
も
忌
部
神
戸
を
含
む
花
仙
山
周
辺
の
地
域
に
は
、
他
の
地
域
に
比
べ
て
玉
作
遺
跡
が
最
も
濃
密
に
分
布
し
て
お
り
、
玉
作
湯
社
、
玉
作
山
、
玉
作
川
な
ど
「
玉
作
」
を
冠
す
る
神
社
や
地
名
も
多
い
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
玉
作
遺
跡
は
全
国
的
に
も
最
大
規
模
の
も
の
17
で
、
弥
生
時
代
か
ら
製
作
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
方
で
、
忌
部
神
戸
は
他
の
神
戸
と
異
な
り
そ
の
所
属
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
寺
村
光
晴
氏
は
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
畿
内
に
も
分
布
の
見
ら
れ
る
碧
玉
製
石
製
品
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
が
古
く
か
ら
畿
内
に
隷
属
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
（
注
3
）
。
以
下
、
玉
作
の
在
り
方
に
つ
い
て
寺
村
氏
の
考
察
が
要
を
得
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
こ
れ
に
従
っ
て
見
て
行
き
た
い
。
古
墳
時
代
中
期
に
は
、
こ
の
地
で
大
和
政
権
の
支
配
の
確
立
の
影
響
を
示
す
石
製
模
造
品
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
石
製
模
造
品
と
は
滑
石
質
材
で
作
ら
れ
た
遺
物
の
こ
と
で
、
主
に
こ
の
時
代
の
古
墳
や
祭
祀
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
。
寺
村
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
は
祭
祀
遺
跡
が
全
国
的
に
一
様
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
和
政
権
の
支
配
が
こ
の
時
期
に
確
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
石
製
模
造
品
の
存
在
は
そ
う
し
た
大
和
政
権
の
勢
力
の
波
及
を
示
す
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
出
雲
の
花
仙
山
周
辺
の
玉
作
で
は
こ
の
頃
に
初
め
て
古
墳
が
出
現
す
る
。
し
か
し
同
時
に
石
製
模
造
品
が
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
玉
作
の
在
り
方
は
大
和
政
権
の
影
響
下
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
地
の
生
産
集
団
を
支
配
す
る
強
力
な
在
地
首
長
層
が
現
れ
た
も
の
の
、
こ
の
首
長
は
や
は
り
中
央
に
隷
属
す
る
立
ち
場
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
　
こ
の
在
地
首
長
層
と
は
忌
部
氏
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
．
し
か
し
、
寺
村
氏
は
更
に
、
「
忌
部
神
戸
」
の
名
が
『
延
喜
式
』
に
お
い
て
は
「
神
戸
玉
作
氏
」
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
忌
部
神
戸
の
周
辺
に
、
ほ
か
に
忌
部
氏
関
係
の
神
社
や
地
名
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
忌
部
氏
は
飽
く
ま
で
も
宮
廷
祭
祀
を
つ
か
さ
ど
る
と
い
う
そ
の
職
掌
か
ら
こ
の
地
を
管
轄
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
地
が
直
接
忌
部
氏
に
隷
属
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
忌
部
神
戸
に
お
け
る
「
神
戸
」
の
対
象
は
中
央
の
宮
廷
祭
祀
そ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
忌
部
神
戸
の
条
に
は
直
接
忌
部
氏
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
水
野
祐
氏
は
、
こ
の
地
で
忌
部
と
い
う
特
殊
な
祭
祀
集
団
が
占
拠
し
て
神
聖
な
、
し
か
も
朝
廷
に
奉
納
す
る
た
め
の
玉
を
作
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
が
「
タ
ブ
ー
的
な
存
在
」
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
注
4
）
。
出
雲
の
中
で
も
殊
に
こ
の
地
域
は
朝
廷
と
の
つ
な
が
り
が
深
く
、
大
和
政
権
の
勢
力
下
に
直
接
置
か
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
忌
部
神
戸
か
ら
仁
多
郡
三
澤
郷
へ
続
く
こ
の
道
沿
い
に
は
、
畿
内
の
影
響
が
点
々
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
公
道
は
、
大
和
朝
廷
か
ら
吉
備
を
経
て
出
雲
、
殊
に
忌
部
神
戸
に
赴
く
際
の
要
路
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
再
び
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
こ
の
神
話
の
中
で
ス
サ
ノ
ヲ
が
活
動
す
る
範
囲
は
殊
に
大
和
朝
廷
と
関
わ
り
の
深
い
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地
域
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
玉
作
に
お
け
る
碧
玉
製
石
製
品
の
生
産
や
、
神
原
神
社
古
墳
、
松
本
百
墳
群
な
ど
古
墳
時
代
初
頭
の
遺
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
は
大
和
政
権
が
全
国
的
に
進
出
す
る
以
前
か
ら
畿
内
勢
力
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
中
央
と
の
古
く
か
ら
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
後
に
全
国
的
な
支
配
を
確
立
し
た
大
和
政
権
の
下
で
は
、
忌
部
氏
の
統
轄
の
も
と
朝
廷
に
奉
納
す
る
た
め
の
玉
を
作
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
の
舞
台
は
出
雲
で
は
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
殊
に
古
く
か
ら
畿
内
に
隷
属
し
、
大
和
政
権
下
で
は
忌
部
氏
の
管
掌
に
よ
る
玉
の
生
産
と
奉
納
の
ル
ー
ト
に
沿
っ
た
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
三
　
さ
て
、
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
を
退
治
し
た
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
ヲ
ロ
チ
の
尾
か
ら
三
種
の
神
器
の
一
つ
で
あ
る
草
薙
の
剣
を
獲
得
す
る
が
、
　
『
日
本
書
紀
』
本
文
で
は
こ
れ
を
「
是
神
し
き
劒
な
り
。
吾
何
ぞ
敢
へ
て
私
に
安
け
ら
む
や
」
と
言
い
、
高
天
原
の
ア
マ
テ
ラ
ス
に
献
上
す
る
。
草
薙
の
剣
は
大
嘗
祭
に
お
い
て
天
皇
が
大
嘗
宮
で
の
秘
儀
を
終
え
た
次
の
日
に
臣
下
の
前
に
姿
を
現
し
た
時
、
忌
部
氏
に
よ
っ
て
捧
げ
ら
れ
る
。
忌
部
氏
は
大
和
朝
廷
に
お
い
て
神
宝
の
奉
献
や
幣
吊
の
調
進
、
宮
殿
の
造
営
な
ど
祭
祀
に
必
要
な
物
資
や
宝
物
の
調
達
と
奉
納
を
管
掌
す
る
氏
族
で
あ
り
、
出
雲
の
玉
の
外
に
も
地
方
の
忌
部
諸
氏
を
率
い
て
種
々
の
神
宝
を
作
ら
せ
て
い
た
。
　
こ
の
よ
う
に
天
皇
に
神
宝
を
献
上
す
る
行
為
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
記
紀
に
は
大
和
朝
廷
へ
の
神
宝
献
上
の
記
述
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
景
行
紀
・
仲
哀
紀
で
は
地
方
の
首
長
が
恭
順
の
意
志
を
示
す
た
め
に
賢
木
に
玉
、
剣
、
鏡
を
掛
け
て
天
皇
を
迎
え
て
い
る
。
ま
た
垂
仁
紀
で
は
、
天
皇
が
ア
メ
ノ
ヒ
ホ
コ
の
曾
孫
清
彦
に
ア
メ
ノ
ヒ
ホ
コ
が
新
羅
よ
り
持
っ
て
来
た
神
宝
を
献
上
す
る
よ
う
命
じ
、
清
彦
は
小
刀
以
外
の
神
宝
を
献
上
し
た
が
、
結
局
小
刀
も
見
つ
け
ら
れ
て
召
し
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
伝
で
は
ア
メ
ノ
ヒ
ホ
コ
が
新
羅
よ
り
わ
た
っ
て
き
た
段
階
で
す
で
に
持
っ
て
来
た
宝
を
天
皇
に
奉
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
よ
る
と
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
子
の
ウ
マ
シ
マ
チ
は
、
神
武
天
皇
と
そ
の
后
の
た
め
に
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
持
ち
来
っ
た
天
璽
瑞
宝
を
献
じ
た
と
さ
れ
る
。
更
に
『
日
本
書
紀
』
で
は
大
和
朝
廷
が
出
雲
と
交
渉
す
る
に
あ
た
り
朝
廷
の
使
者
と
し
て
物
部
氏
を
派
遣
し
、
出
雲
の
神
宝
を
検
校
さ
せ
て
い
る
。
ま
ず
崇
神
紀
で
は
、
タ
ケ
ヒ
ナ
テ
ル
が
天
よ
り
将
来
し
た
後
、
出
雲
に
納
め
ら
れ
た
神
宝
を
天
皇
が
見
た
い
と
し
て
、
武
諸
隅
を
派
遣
し
て
い
る
。
次
に
垂
仁
紀
で
は
物
部
十
千
根
大
連
が
天
皇
に
派
遣
さ
れ
、
出
雲
の
神
宝
を
検
校
し
、
神
宝
を
掌
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
　
松
前
健
氏
は
古
代
の
各
蒙
族
の
家
々
に
は
、
大
和
朝
廷
に
服
属
す
る
以
前
、
固
有
の
祖
神
の
天
降
り
伝
承
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
四
の
神
宝
（
レ
ガ
リ
ア
）
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
神
宝
を
大
和
朝
廷
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
土
地
を
治
め
る
霊
的
な
力
を
取
り
上
げ
、
中
央
集
権
の
実
を
上
げ
る
た
め
の
制
圧
策
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た
（
注
5
）
。
記
紀
神
話
に
多
く
見
ら
れ
る
神
宝
の
記
述
は
、
各
豪
族
が
祭
祀
及
び
統
治
の
象
徴
と
し
て
持
っ
て
い
た
神
宝
を
献
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
相
手
に
祭
祀
権
及
び
統
治
権
を
移
譲
し
て
全
面
的
に
服
属
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
大
嘗
祭
に
お
け
る
忌
部
氏
に
よ
る
天
皇
へ
の
草
薙
の
剣
の
献
上
も
ま
た
、
古
代
の
豪
族
が
大
和
政
権
に
服
属
の
証
し
と
し
て
神
宝
を
献
上
し
た
こ
と
の
名
残
で
あ
り
、
臣
下
に
よ
る
天
皇
へ
の
服
属
の
誓
い
が
新
た
に
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
高
天
原
の
ア
マ
テ
ラ
ス
へ
草
薙
の
剣
を
献
上
す
る
行
為
は
、
や
は
り
服
属
の
意
味
を
持
ち
、
朝
廷
に
対
し
て
地
方
の
豪
族
の
示
す
べ
き
模
範
的
姿
の
原
型
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
本
来
神
宝
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
が
朝
廷
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
部
分
は
大
和
政
権
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
最
も
肝
心
で
重
要
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
全
国
で
も
最
大
の
玉
作
の
地
で
あ
り
、
古
く
か
ら
畿
内
の
進
出
を
受
け
て
い
た
忌
部
神
戸
へ
と
続
く
ル
！
ト
に
沿
っ
た
土
地
が
、
こ
の
神
話
の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
先
に
見
て
来
た
。
神
宝
の
調
達
と
奉
納
を
職
掌
と
す
る
忌
部
氏
の
管
轄
下
で
、
朝
廷
に
献
上
す
る
た
め
の
玉
が
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
の
地
の
性
格
を
考
え
る
と
、
神
話
に
お
い
て
ス
サ
ノ
ヲ
が
示
し
た
行
動
は
、
極
め
て
自
然
な
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
は
出
雲
を
舞
台
と
し
な
が
ら
も
中
央
と
の
結
び
付
き
が
強
い
。
や
は
り
こ
の
神
話
は
、
出
雲
土
着
の
神
話
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
中
央
の
主
導
に
よ
り
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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四
　
そ
れ
で
は
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
の
舞
台
と
な
っ
た
地
域
は
い
つ
頃
ど
の
よ
う
に
大
和
と
結
び
付
く
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
出
雲
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
、
東
の
安
来
平
野
と
西
の
簸
川
平
野
に
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
が
出
現
し
て
お
り
、
出
雲
の
東
西
に
そ
れ
ぞ
れ
部
族
連
合
が
並
立
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
両
者
の
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
に
は
吉
備
の
影
響
が
見
ら
れ
、
ま
た
石
列
の
構
造
が
似
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
部
族
連
合
は
相
対
的
に
自
立
し
つ
つ
も
強
い
同
族
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
渡
辺
貞
幸
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
6
）
。
古
墳
時
代
に
入
る
と
、
出
雲
の
東
部
で
は
前
代
に
続
き
、
安
来
平
野
に
幾
つ
か
の
前
期
古
墳
が
継
続
的
に
造
ら
れ
る
。
一
方
西
部
の
簸
川
平
野
に
お
い
て
は
墳
丘
墓
な
ど
が
造
ら
れ
な
く
な
り
、
代
わ
っ
て
南
東
の
斐
伊
川
の
中
流
域
に
古
墳
が
出
現
す
る
。
先
に
も
挙
げ
た
神
原
神
社
古
墳
と
松
本
古
墳
群
で
あ
る
。
し
か
し
前
代
に
は
、
こ
の
地
に
墳
丘
墓
な
ど
の
遺
跡
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
後
に
も
系
譜
的
に
続
く
よ
う
な
古
墳
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
両
古
墳
の
出
現
は
単
発
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
渡
辺
氏
に
よ
れ
ば
、
古
墳
時
代
前
期
の
西
部
で
は
前
代
の
簸
川
平
野
の
部
族
連
合
が
解
体
さ
れ
、
そ
の
後
も
特
定
の
首
長
一
族
に
よ
る
安
定
し
た
支
配
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
　
さ
て
、
崇
神
紀
に
は
出
雲
が
大
和
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
　
　
是
の
時
に
當
り
て
、
出
雲
臣
の
遠
組
出
雲
振
根
、
碑
寳
を
主
れ
り
。
是
に
筑
紫
國
に
往
り
て
、
遇
は
ず
。
其
の
弟
飯
入
根
、
則
ち
皇
命
　
　
を
被
り
て
、
神
賓
を
以
て
、
弟
甘
美
韓
日
狭
と
子
鵬
濡
淳
と
に
付
け
て
貢
り
上
ぐ
。
既
に
し
て
出
雲
振
根
、
筑
紫
よ
り
還
り
來
き
て
、
　
　
碑
賓
を
朝
廷
に
献
り
つ
と
い
ふ
こ
と
を
聞
き
て
、
其
の
弟
飯
入
根
を
貴
め
て
曰
は
く
、
「
数
日
待
た
む
。
何
を
恐
み
か
、
轍
く
聯
賓
を
　
　
許
し
し
」
と
い
ふ
。
是
を
以
て
、
既
に
年
月
を
経
れ
ど
も
、
猶
恨
愈
を
懐
き
て
、
弟
を
殺
さ
む
と
い
ふ
志
有
り
。
傍
り
て
弟
を
欺
き
て
　
　
曰
は
く
、
「
頃
者
、
止
屋
の
淵
に
多
に
婆
生
ひ
た
り
。
願
は
く
は
共
に
行
き
て
見
欲
し
」
と
い
ふ
。
則
ち
兄
に
随
ひ
て
往
く
。
是
よ
り
　
　
先
に
、
兄
籍
に
木
刀
を
作
れ
り
。
形
眞
刀
に
似
る
。
當
時
自
ら
楓
け
り
。
弟
眞
刀
を
侃
け
り
。
共
に
淵
の
頭
に
到
り
て
、
兄
の
、
弟
に
　
　
謂
り
て
曰
は
く
、
「
淵
の
水
清
冷
し
。
願
は
く
は
共
に
游
沐
み
せ
む
と
欲
ふ
」
と
い
ふ
。
弟
、
兄
の
言
に
從
ひ
て
、
各
偲
か
せ
る
刀
を
　
　
解
き
て
、
淵
の
邊
に
置
き
て
、
水
中
に
沐
む
。
乃
ち
兄
先
に
陸
に
上
り
て
、
弟
の
眞
刀
を
取
り
て
自
ら
楓
く
。
後
に
弟
驚
き
て
兄
の
木
　
　
刀
を
取
る
。
共
に
相
撃
つ
。
弟
、
木
刀
を
抜
く
こ
と
得
ず
。
兄
、
弟
の
飯
入
根
を
撃
ち
て
殺
し
つ
。
故
、
時
人
、
歌
し
て
曰
は
く
、
　
　
　
　
や
雲
立
つ
　
出
雲
泉
帥
が
　
偲
け
る
太
刀
　
黒
葛
多
巻
き
　
さ
身
無
し
に
　
あ
は
れ
　
　
是
に
、
甘
美
韓
日
狭
・
鶴
濡
淳
、
朝
廷
に
参
向
で
て
、
曲
に
其
の
状
を
奏
す
。
則
ち
吉
備
津
彦
と
武
淳
河
別
と
を
遣
し
て
、
出
雲
振
根
　
　
を
諌
す
。
『
古
事
記
』
に
は
、
こ
れ
と
極
め
て
類
似
す
る
話
が
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
事
績
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
出
雲
振
根
ら
し
き
人
物
は
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
出
雲
郡
健
部
郷
に
「
神
門
臣
古
禰
」
の
名
が
見
え
る
。
健
部
郷
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
名
か
ら
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
話
は
大
和
朝
廷
に
よ
る
出
雲
征
服
に
ま
つ
わ
る
伝
承
と
し
て
一
般
に
認
知
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
水
野
祐
氏
は
、
こ
う
し
た
伝
承
は
出
雲
と
大
和
の
接
触
抗
争
の
経
過
を
後
に
ま
と
め
て
一
つ
の
事
件
で
あ
る
か
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
注
目
し
た
い
（
注
7
）
。
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水
野
氏
は
、
二
世
紀
頃
か
ら
西
の
杵
築
と
東
の
意
宇
の
勢
力
が
対
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
三
世
紀
の
末
か
ら
四
世
紀
の
初
頭
、
東
西
が
対
立
を
続
け
て
い
た
出
雲
に
吉
備
を
お
さ
え
た
大
和
国
家
が
干
渉
し
、
帰
服
を
命
じ
て
き
た
。
水
野
氏
は
こ
れ
が
先
に
挙
げ
た
出
雲
振
根
の
伝
承
で
あ
る
と
し
、
東
部
を
飯
入
根
に
、
西
部
を
振
根
に
、
出
雲
臣
氏
を
甘
美
韓
日
狭
に
見
立
て
、
東
部
の
意
宇
勢
力
は
大
和
に
屈
服
し
た
が
、
西
部
の
杵
築
勢
力
は
こ
れ
に
従
わ
ず
筑
紫
と
同
盟
を
組
ん
で
意
宇
勢
力
を
滅
ぼ
し
、
大
和
の
勢
力
と
対
立
し
た
の
だ
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
意
宇
勢
力
と
同
盟
し
て
い
た
出
雲
臣
氏
は
大
和
国
家
に
救
援
を
要
請
し
、
大
和
国
家
は
西
部
の
討
伐
を
敢
行
す
る
。
こ
の
時
孝
元
天
皇
の
孫
で
あ
る
武
淳
河
別
と
共
に
吉
備
津
彦
と
い
う
人
物
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
和
の
軍
勢
は
吉
備
を
通
っ
て
出
雲
に
入
り
、
西
部
を
攻
め
滅
ぼ
し
た
。
そ
し
て
出
雲
臣
氏
は
大
和
国
家
の
庇
護
の
下
で
東
の
意
宇
の
領
有
を
許
さ
れ
、
そ
の
一
方
で
出
雲
西
部
は
大
和
国
家
に
よ
る
直
接
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
さ
れ
る
。
　
水
野
氏
は
大
和
に
よ
る
出
雲
征
服
を
四
世
紀
初
頭
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
斐
伊
川
の
中
流
域
に
神
原
・
松
本
古
墳
群
が
築
か
れ
た
頃
で
あ
り
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
振
根
の
物
語
を
出
雲
全
土
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
出
雲
の
東
西
で
は
共
に
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
を
造
っ
て
お
り
、
副
葬
品
も
共
に
吉
備
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
東
部
の
勢
力
は
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
安
定
し
た
支
配
を
続
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
東
西
が
対
立
し
た
後
東
部
が
一
旦
滅
ぼ
さ
れ
、
新
た
な
氏
族
に
よ
っ
て
復
活
し
た
と
考
え
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
振
根
の
物
語
を
出
雲
西
部
に
限
定
さ
れ
た
首
長
た
ち
の
内
紛
の
伝
承
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
は
門
脇
禎
二
氏
で
あ
る
（
注
8
）
。
門
脇
氏
は
、
振
根
は
杵
築
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
政
治
的
な
小
勢
力
の
中
の
一
有
力
首
長
で
あ
り
、
振
根
の
本
拠
地
を
出
雲
．
健
部
郷
中
心
の
地
域
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
弟
の
飯
入
根
は
日
置
・
塩
冶
郷
、
甘
美
韓
日
狭
が
杵
築
郷
、
鵬
濡
淳
が
宇
賀
郷
中
心
の
地
域
を
そ
れ
ぞ
れ
本
拠
と
す
る
小
首
長
を
表
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
首
長
達
は
地
域
的
連
合
体
制
を
形
成
し
て
い
た
が
、
振
根
の
物
語
は
そ
の
体
制
が
崩
れ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
出
雲
西
部
に
進
出
し
た
の
が
吉
備
で
あ
り
、
神
原
神
社
古
墳
や
松
本
古
墳
群
は
振
根
討
滅
の
後
に
「
吉
備
か
ら
進
駐
し
て
き
て
い
た
指
揮
官
」
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
西
部
は
吉
備
の
支
配
下
に
入
っ
た
が
、
五
世
紀
の
末
に
吉
備
と
大
和
が
対
立
し
て
吉
備
が
弱
体
化
す
る
と
、
こ
れ
に
乗
じ
て
出
雲
東
部
の
意
宇
勢
力
が
出
雲
西
部
を
掌
握
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
大
和
政
権
よ
り
幾
度
か
の
進
出
を
受
け
、
意
宇
勢
力
は
支
配
権
を
放
棄
し
て
朝
廷
の
一
地
方
官
と
し
て
国
造
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
振
根
の
伝
承
に
象
徴
さ
れ
る
出
雲
内
の
争
い
を
出
雲
全
土
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
出
雲
西
部
内
の
争
い
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
点
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
出
雲
西
部
の
新
22
た
な
支
配
勢
力
を
大
和
か
ら
来
た
も
の
で
は
な
く
吉
備
と
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
賛
成
し
が
た
い
。
　
畿
内
の
影
響
は
出
雲
の
随
所
に
見
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
の
最
終
末
か
ら
古
墳
時
代
の
初
め
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
鹿
島
町
草
田
遺
跡
か
ら
は
、
近
畿
地
方
の
特
徴
を
も
つ
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
注
9
）
。
鹿
島
町
は
島
根
県
北
東
部
の
日
本
海
に
面
し
た
地
で
あ
り
、
同
じ
土
器
が
鳥
取
県
の
米
子
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
四
世
紀
前
後
に
は
す
で
に
北
の
日
本
海
側
を
経
由
し
て
、
畿
内
の
勢
力
が
入
っ
て
来
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
出
雲
東
西
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
の
多
く
に
は
畿
内
か
ら
配
布
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
鏡
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
畿
内
と
の
直
接
的
な
接
触
は
五
世
紀
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
こ
と
か
ら
出
雲
と
大
和
と
の
関
係
を
整
理
し
直
す
と
、
以
下
の
よ
う
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
出
雲
は
二
、
三
世
紀
頃
に
は
吉
備
と
親
密
な
関
係
を
築
い
て
い
た
が
、
三
世
紀
末
か
ら
四
世
紀
初
頭
に
は
、
北
の
日
本
海
側
か
ら
入
っ
て
来
た
畿
内
勢
力
と
の
交
流
も
活
発
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
、
出
雲
西
部
で
は
内
紛
が
起
こ
り
、
こ
れ
に
乗
じ
て
畿
内
勢
力
は
、
や
は
り
交
流
関
係
に
あ
っ
た
吉
備
の
協
力
の
も
と
、
出
雲
西
部
に
南
か
ら
侵
入
し
、
こ
れ
を
掌
握
し
た
。
東
部
の
意
宇
勢
力
は
こ
の
新
た
な
西
部
の
支
配
勢
力
と
協
調
関
係
を
結
び
、
東
部
に
お
け
る
自
ら
の
支
配
力
を
そ
れ
に
よ
っ
て
高
め
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
玉
作
の
地
へ
の
道
は
こ
の
時
畿
内
勢
力
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
後
に
統
治
体
制
を
整
え
た
大
和
政
権
の
支
配
下
に
お
い
て
玉
作
の
地
は
忌
部
氏
の
管
轄
下
に
入
り
、
出
雲
へ
の
進
出
時
に
何
ら
か
の
形
で
功
の
あ
っ
た
神
原
・
松
本
古
墳
群
の
人
物
達
は
そ
の
役
目
を
終
え
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
五
　
さ
て
、
出
雲
と
の
直
接
の
交
渉
に
は
、
畿
内
の
有
力
な
氏
族
の
一
つ
が
携
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
大
和
朝
廷
の
金
国
的
な
発
展
に
そ
の
武
力
で
貢
献
し
た
物
部
氏
で
あ
る
。
　
物
部
氏
は
朝
廷
に
お
い
て
軍
事
と
神
事
を
掌
る
有
力
な
大
連
の
家
柄
で
あ
り
、
そ
の
保
持
し
て
い
た
武
力
に
よ
っ
て
大
和
政
権
の
全
国
的
な
進
出
の
先
鋒
と
な
っ
て
活
躍
し
た
。
神
武
紀
に
お
い
て
物
部
氏
の
祖
神
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
は
天
神
の
子
と
し
て
天
皇
に
先
立
ち
大
和
に
天
降
り
、
天
皇
に
敵
対
す
る
ナ
ガ
ス
ネ
ピ
コ
の
妹
を
妻
と
し
て
い
た
が
、
ナ
ガ
ス
ネ
ピ
コ
を
殺
し
て
天
皇
に
帰
順
す
る
。
ま
た
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
天
孫
本
紀
に
は
ア
マ
テ
ラ
ス
の
子
ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
娘
の
天
万
拷
幡
千
幡
姫
と
の
間
に
天
照
国
照
彦
火
明
櫛
玉
饒
速
日
尊
が
生
ま
れ
、
天
祖
に
よ
り
天
璽
瑞
宝
を
授
け
ら
れ
、
天
の
磐
船
に
乗
っ
て
河
内
国
瞳
峰
に
天
降
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
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『
日
本
書
紀
』
第
九
段
第
八
の
一
書
で
も
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
と
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
は
兄
弟
と
さ
れ
る
な
ど
、
物
部
氏
は
天
皇
家
に
匹
敵
す
る
祖
神
伝
承
を
持
ち
、
そ
れ
が
天
皇
家
に
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
天
璽
瑞
宝
は
物
部
氏
が
代
々
氏
神
と
し
て
奉
じ
て
い
た
奈
良
県
天
理
市
の
石
上
神
宮
に
納
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
宝
は
鎮
魂
の
呪
具
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
物
部
氏
は
鎮
魂
の
宗
教
儀
礼
を
掌
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。　
物
部
氏
が
大
和
政
権
の
全
国
的
な
進
出
に
大
い
に
貢
献
し
た
の
は
主
に
古
墳
時
代
の
中
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
登
場
す
る
石
製
模
造
品
が
そ
う
し
た
物
部
氏
の
足
跡
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
他
所
で
述
べ
た
が
（
注
1
0
）
、
物
部
氏
が
出
雲
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
古
墳
時
代
中
期
に
出
雲
の
花
仙
山
周
辺
で
玉
と
と
も
に
石
製
模
造
品
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
物
部
氏
は
フ
ツ
ヌ
シ
と
も
関
わ
り
が
深
い
が
、
前
掲
し
た
神
原
神
社
古
墳
を
敷
地
内
に
持
つ
神
原
神
社
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
一
伝
に
フ
ツ
ヌ
シ
の
親
と
記
さ
れ
て
い
る
イ
ハ
ツ
ツ
ヲ
・
イ
ハ
ツ
ツ
メ
を
祭
神
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
神
原
神
社
や
出
雲
の
玉
作
な
ど
に
も
物
部
氏
の
足
跡
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
も
、
『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
物
部
氏
に
よ
る
出
雲
へ
の
神
宝
検
校
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
崇
神
紀
で
は
、
物
部
氏
の
一
族
で
あ
る
矢
田
部
造
の
祖
先
で
あ
る
武
諸
隅
が
、
ま
た
垂
仁
紀
で
は
物
部
十
千
根
大
連
が
そ
れ
ぞ
れ
出
雲
に
遣
わ
さ
れ
、
神
宝
を
検
校
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
物
部
氏
と
出
雲
と
は
た
び
た
び
接
触
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
こ
と
か
ら
、
出
雲
へ
進
出
し
た
勢
力
も
ま
た
、
物
部
氏
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
六
　
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
に
も
ま
た
、
物
部
氏
と
の
つ
な
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。
　
『
日
本
書
紀
』
第
八
段
で
は
ス
サ
ノ
ヲ
が
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
を
退
治
す
る
と
き
に
使
用
し
た
剣
が
祀
ら
れ
て
い
る
場
所
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
所
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
第
二
の
一
書
に
は
「
其
の
蛇
を
断
り
し
劒
を
ば
、
號
け
て
蛇
の
鹿
正
と
日
ふ
。
此
は
今
石
上
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
石
上
」
と
は
先
に
も
挙
げ
た
石
上
神
宮
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
三
の
一
魯
に
は
「
其
の
素
菱
鳴
尊
在
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
の
、
蛇
を
断
り
た
ま
へ
る
劒
は
（
今
吉
備
の
肺
部
の
許
に
在
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
吉
備
の
神
部
と
は
備
前
国
石
上
布
都
之
魂
神
社
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
　
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
と
物
部
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
す
で
に
松
前
健
氏
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
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（
注
1
1
）
。
　
　
出
雲
族
の
祖
神
で
あ
る
は
ず
の
ス
サ
ノ
ヲ
が
、
こ
の
霊
剣
フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ
を
斬
蛇
剣
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
ミ
コ
ト
の
　
　
崇
拝
そ
の
も
の
の
出
自
ま
で
を
決
定
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
崇
拝
の
一
翼
と
し
て
、
　
　
物
部
氏
が
果
た
し
た
役
割
を
、
あ
る
程
度
察
せ
し
め
る
し
、
ま
た
お
そ
ら
く
朝
廷
で
こ
の
神
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
動
機
の
一
つ
も
、
　
　
案
外
そ
の
辺
に
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
　
（
中
略
）
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
一
族
が
、
霊
剣
を
奉
じ
、
芙
雄
神
・
人
文
神
で
あ
る
素
尊
の
　
　
崇
拝
を
持
っ
て
、
簸
の
川
流
域
に
乗
り
こ
ん
で
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
松
前
氏
に
よ
れ
ば
、
出
雲
で
は
蛇
神
信
仰
が
盛
ん
で
あ
り
、
簸
川
流
域
で
は
簸
川
郡
斐
川
村
や
宍
道
村
で
藁
の
蛇
を
作
り
、
神
木
に
巻
い
て
祀
る
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
垂
仁
記
に
は
、
出
雲
に
赴
い
た
ホ
ム
チ
ワ
ケ
が
肥
の
河
に
立
ち
寄
り
ヒ
ナ
ガ
ヒ
メ
と
結
婚
し
た
が
、
こ
の
時
ヒ
メ
の
正
体
を
覗
く
と
大
蛇
で
あ
っ
た
た
め
に
恐
れ
て
逃
げ
帰
っ
た
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
松
前
氏
は
、
こ
の
話
も
や
は
り
斐
伊
川
流
域
で
蛇
神
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
り
、
も
と
は
尊
ば
れ
て
い
た
蛇
神
を
退
治
す
る
神
話
が
成
り
立
っ
た
こ
と
は
、
新
し
い
思
想
を
代
表
す
る
氏
族
が
こ
の
地
に
乗
り
込
ん
で
従
来
信
仰
対
象
で
あ
っ
た
蛇
神
を
征
服
支
配
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
ア
マ
テ
ラ
ス
の
弟
で
あ
る
と
名
乗
り
、
朝
廷
の
威
を
背
景
に
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
を
退
治
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
氏
族
は
大
和
朝
廷
を
バ
ッ
ク
に
し
た
氏
族
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
た
。
更
に
、
松
前
氏
は
こ
の
神
話
が
こ
の
地
で
砂
鉄
に
よ
る
製
鉄
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
関
係
を
持
つ
と
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
で
の
砂
鉄
の
収
集
方
法
が
川
の
水
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
斐
伊
川
は
鍛
治
工
達
の
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
川
を
支
配
す
る
水
神
で
あ
り
、
雷
神
で
も
あ
る
蛇
神
は
鍛
冶
工
達
の
奉
斎
神
と
も
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
後
に
邪
霊
視
さ
れ
て
退
治
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
蛇
退
治
の
儀
礼
が
出
雲
国
造
家
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
や
『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』
に
何
が
し
か
記
載
さ
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
こ
の
祭
式
を
伝
え
た
の
は
物
部
氏
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
結
論
に
至
ら
れ
た
。
　
松
前
氏
が
こ
の
よ
う
に
、
出
雲
の
斐
伊
川
流
域
に
乗
り
込
ん
で
来
た
氏
族
が
物
部
氏
で
あ
り
、
更
に
物
部
氏
が
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
の
形
成
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
た
点
は
非
常
に
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
松
前
氏
は
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
を
出
雲
土
着
の
信
仰
に
ス
サ
ノ
ヲ
を
奉
斎
し
た
物
部
氏
と
い
う
外
か
ら
の
観
念
が
結
び
付
い
た
神
話
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
神
話
の
母
胎
地
と
し
て
は
畿
内
よ
り
出
雲
の
方
に
重
点
を
置
い
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
出
雲
の
斐
伊
川
流
域
は
砂
鉄
の
産
地
で
あ
り
、
近
世
の
た
た
ら
場
跡
な
ど
が
25
26
見
ら
れ
る
も
の
の
、
実
際
に
古
代
に
製
鉄
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
よ
う
な
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
地
で
鍛
冶
工
達
が
蛇
神
を
奉
斎
し
て
い
た
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
断
定
は
出
来
な
い
。
　
確
か
に
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
は
し
ば
し
ば
鉄
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
西
郷
信
綱
氏
は
、
こ
の
神
話
が
新
し
い
鉄
器
の
出
現
に
よ
り
農
業
の
生
産
力
を
飛
躍
さ
せ
た
「
歴
史
的
経
験
の
日
本
に
お
け
る
一
つ
の
典
型
化
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
注
1
2
）
。
ま
た
、
大
林
太
良
氏
は
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
な
ど
広
い
地
域
に
見
ら
れ
る
ペ
ル
セ
ウ
ス
．
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
型
の
物
語
に
属
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
神
話
と
鉄
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
1
3
）
。
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
は
確
か
に
ペ
ル
セ
ウ
ス
．
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
型
の
構
造
に
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
で
も
こ
の
型
の
伝
承
を
知
り
得
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
古
代
の
出
雲
で
製
鉄
が
行
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
む
し
ろ
こ
の
伝
承
を
保
持
し
て
い
た
の
は
物
部
氏
で
あ
り
、
そ
れ
が
物
部
氏
の
出
雲
へ
の
進
出
に
よ
っ
て
こ
の
地
に
結
び
付
け
ら
れ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
お
わ
り
に
　
こ
れ
ま
で
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
は
出
雲
の
中
で
も
殊
に
大
和
政
権
と
結
び
付
き
の
強
い
地
域
を
舞
台
に
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
こ
の
神
話
に
は
物
部
氏
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
見
て
来
た
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
こ
の
神
話
は
以
下
の
よ
う
な
経
緯
で
成
り
立
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
も
と
も
と
物
部
氏
は
ペ
ル
セ
ウ
ス
・
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
型
に
分
類
で
き
る
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
の
原
型
と
も
言
う
べ
き
伝
承
を
保
持
し
て
い
た
。
ま
た
物
部
氏
は
出
雲
へ
進
出
し
、
斐
伊
川
に
近
接
し
た
地
を
通
り
玉
作
へ
赴
く
ル
ー
ト
を
掌
握
し
た
が
、
そ
の
後
玉
作
の
地
が
大
和
政
権
の
支
配
下
に
お
い
て
忌
部
氏
の
管
轄
下
に
入
っ
た
。
こ
う
し
て
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
の
原
型
は
出
雲
の
中
で
も
大
和
勢
力
の
息
の
か
か
っ
た
斐
伊
川
流
域
を
舞
台
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
、
更
に
忌
部
氏
の
統
轄
下
で
玉
を
作
り
奉
納
す
る
と
い
う
そ
の
土
地
の
性
格
か
ら
、
ス
サ
ノ
ヲ
に
よ
る
草
薙
の
剣
の
献
上
と
い
う
行
為
が
結
び
付
い
た
。
こ
の
行
為
は
や
は
り
大
和
朝
廷
側
か
ら
の
発
想
で
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
が
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
に
整
え
ら
れ
て
行
っ
た
過
程
は
、
大
和
朝
廷
の
宮
廷
祭
祀
が
整
備
さ
れ
て
行
く
過
程
と
並
行
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
　
注
（
注
1
）
本
論
に
お
け
る
引
用
は
、
岩
波
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記
　
祝
詞
』
、
岩
波
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
、
岩
波
古
典
文
学
大
　
　
　
系
『
風
土
記
』
、
岩
波
文
庫
『
古
語
拾
遺
』
、
新
訂
増
補
國
史
体
系
『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
拠
る
。
（
注
2
）
水
野
祐
氏
「
斐
伊
川
と
そ
の
伝
承
」
　
（
『
古
代
の
出
雲
と
大
和
』
大
和
書
房
一
九
七
五
年
）
六
七
頁
～
七
九
頁
（
注
3
）
寺
村
光
晴
氏
「
出
雲
国
玉
作
の
系
譜
」
　
（
『
古
代
玉
作
形
成
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
八
〇
年
）
一
九
一
頁
～
二
七
二
頁
（
注
4
）
伊
藤
清
司
他
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
の
神
話
」
3
出
雲
神
話
』
　
（
学
生
社
一
九
七
三
年
）
二
一
四
頁
（
注
5
）
松
前
健
氏
「
神
々
と
古
代
豪
族
」
（
『
日
本
の
神
話
と
古
代
信
仰
』
大
和
書
房
一
九
九
二
年
）
七
七
頁
（
注
6
＞
渡
辺
貞
幸
氏
「
古
代
出
雲
の
栄
光
と
挫
折
」
（
直
木
孝
次
郎
氏
責
任
編
集
『
4
日
本
古
代
史
　
王
権
の
争
奪
』
集
英
社
一
九
八
六
　
　
　
年
）
九
五
頁
～
一
二
八
頁
（
注
7
＞
水
野
祐
氏
「
出
雲
古
代
史
論
　
杵
築
と
意
宇
の
抗
争
」
　
（
『
出
雲
国
風
土
記
論
放
』
早
稲
田
大
学
古
代
史
研
究
会
一
九
六
五
年
）
　
　
　
九
一
六
頁
～
九
二
九
頁
（
注
8
）
門
脇
禎
二
氏
『
出
雲
の
古
代
史
』
（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
一
九
九
二
年
V
（
注
9
）
丹
羽
野
裕
氏
「
迫
り
く
る
ヤ
マ
ト
」
　
（
島
根
教
育
委
員
会
・
朝
日
新
聞
社
編
集
『
古
代
出
雲
文
化
展
』
一
九
九
七
年
）
七
九
頁
（
注
1
0
）
拙
稿
「
フ
ツ
ヌ
シ
神
話
と
物
部
氏
」
　
（
『
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
9
』
二
〇
〇
〇
年
）
一
〇
三
頁
～
一
二
一
頁
（
注
1
1
）
松
前
健
氏
「
八
岐
大
蛇
神
話
の
構
造
と
成
立
」
　
（
『
日
本
神
話
の
形
成
』
塙
書
房
一
九
七
〇
年
）
一
六
一
頁
～
二
二
三
頁
（
引
　
　
　
　
用
文
は
二
〇
四
頁
〉
（
注
1
2
）
西
郷
信
綱
氏
『
古
事
記
の
世
界
』
（
岩
波
新
書
一
九
六
七
年
）
七
三
頁
～
七
五
頁
（
注
1
3
）
大
林
太
良
氏
「
出
雲
の
大
蛇
と
小
人
」
　
（
『
日
本
神
話
の
起
源
』
角
川
書
店
一
九
六
｝
年
）
一
六
四
頁
～
二
〇
九
頁
27
